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情報処理勉強会 第一回教材(解説編)
A1.2.クラスB

　この問題は、「ネットワーク技術」分野の[TCP/IP｣ならびに「コンピュータ科学基礎」分野の「数値表現」に関連した問題です。

　IPアドレスは、それぞれIPアドレス・クラスと呼ばれるグループに分けられており、それぞれの利用目的が定義されています。

	名称
	目的
	IPアドレスの範囲
	フラグ
	IPアドレスの個数

	ｸﾗｽA
	大規模ネットワーク用
	0.0.0.1～127.255.255.254
	0
	2^24-2=16777214

	ｸﾗｽB
	中規模ネットワーク用
	128.0.0.1～191.255.255.254
	10
	2^16-2=65534

	ｸﾗｽC
	小規模ネットワーク用
	192.0.0.1～223.255.255.254
	110
	2^8-2=254

	ｸﾗｽD
	マルチキャスト用
	224.0.0.1～239.255.255.254
	1110
	-

	ｸﾗｽE
	実験用
	240.0.0.1～255.255.255.254
	1111
	-


　IPアドレスは、通常0～255の四つの数字を"."で区切って表現します。クラスA～クラスCのIPアドレスについては、「IPアドレスの範囲」の内太字になっている部分がネットワーク自身のID(=ネットワークアドレス)となっており、残された値(ホストアドレス)がそのネットワークに所属するホストに割り当て可能な値となります。

　また、クラスA～Cにはそれぞれ、「ネットワーク自身を示すIPアドレス(=ネットワークアドレス)」と、「ネットワークに所属する全ホストを示すIPアドレス(=ブロードキャストアドレス)」が既定で割り当てられているため、各ネットワーク内でホストに割り当て可能なIPアドレスの個数は上表の「IPアドレスの個数」に示した通りとなります。

　また、クラスD、クラスEについては、それぞれ特別な用途が定められており、通常ネットワーク内のホストコンピュータに割り当てられることはありません。

　IPアドレスのクラスは、一体いかなるルールで決定されているのかを理解するためには、ビット演算の方法を理解している必要があります。

　クラスAからEまでの各IPアドレスの1番目の数字を2進数に変換したとき、各クラスの値は必ず先頭から上表「フラグ」のパターンのうちいずれかに合致します。

　問題のIPアドレス148.108.62.95を二進数に変換すると、(10010100).(01101100).(00111110).(01011111)であり、上表のクラスBのパターンにマッチします。

　10進数を2進数に変換する方法慣れていない人は、右図を参照願います。

　右図は、ある値(148)を2で割り、商を下に、余りを右に記入しています。これを商が1となるまで繰り返し、最後の商1を先頭に、以降余りを下から順番に並べると2進数化された値を取得できます。

A2. イ　50

M/M/1 の待ち行列モデルに関連した問題です。

M/M/1の待ち行列モデルの基本公式は、以下の通りです。 


　　　　　　　　　　　　　　 利用率 

　　　待ち時間 = 利用時間　×　───────　　　　(0<利用率<1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1 - 利用率 

　利用率とは、誰か(Aさん)がなにかのサービス(電話)を使用しようとしたときに、別の誰か(たとえばBさん)が先に使用していて待たされる確率です。

　たとえば60分の内、Bさんが30分間電話を利用しているとすると、利用率は0.5、もしくは50%になります。(この二つの表現方法はいずれも出題される可能性があります)

　つまり、この場合AさんはBさんのせいで50%の確率で待たされることになります。

　次に、Aさんが待たされる際の期待値を考察します。

　Bさんが話中である確率は50%であるから、Bさんが話をする時間に話中である確率をかけて、30(分)*0.5=15(分)、ではありません。

　なぜ、そうではないということになるかについて説明する前に、M/M/1の待ち行列の原則について説明します。

　まず、M/M/1の待ち行列においては、AさんとBさんがそれぞれ電話で話をする時間の長さは等しいことになっています。従って、Aさんが話中でBさんが待たされる場合と、Bさんが話中でAさんが待たされる場合についてはとくに区別しません。

また、この電話はAさん、Bさん以外の不特定多数(Cさん,Dさん...)とも共有されています。

　従って、Aさんの待ち時間はBさんが話中である場合のほか、Bさんが話中でなくCさんが話中の場合、BさんCさんが話中でなくてDさんが話中の場合...といった形で少しずつ「たられば」が積み重なり、この例の場合「Cさんのせいで待たされるかもしれない時間(7.5分)」,「Dさんのせい(以下略)時間(3.75分)」,...を合計して、占めて30分になります。(なぜそうなるかについては、数式で証明するよりも、15+15/2+15/4...という足し算を皆さんの手で延々とやってみて、だんだん30に近づいていくことを確認していただければよいかと思われます。

このあたりは、数学的に証明しようとするとかなり難しい話になるようです。)

　さて、上記の公式に戻ります。

　上記の公式に従えば、利用率が高ければ高いほど、分子が大きく、分母が小さくなることはおわかりでしょうか。

　この値を、「他の人が電話を占有している時間」に乗じれば、すなわち混雑していればしているほど、待たされる時間も飛躍的に長くなっていくということになります。

A3. ア　一般には品質が良いと判断されるが、例外処理がテスト項目に含まれているかどうかの確認が必要である。

　「システムの開発と運用」分野の問題です。

　こうした文章を選択させる問題は、おおむね二つの選択肢で回答者を惑わせるようにできています。

　したがって、まずは怪しい二つをすばやく見極め、残った二つを吟味するようにします。

> ア　一般には品質が良いと判断されるが、例外処理がテスト項目に含まれているかどうかの確認が必要である。
一般論として、バグが少ないと言うことはプログラムの品質がよいことを意味する。しかし、文中にあるとおり例外処理が漏れているためにバグを見落としている可能性は否定できない。従って保留。

> イ　エラーの収束状況が分からないので、この評価方法ではプログラム品質について判断できない。
網羅率が高いということは、テストが終盤に近づいているということになります。

従って、なんらかの判断を下すべき段階にあるということになります。従って間違い。

> ウ　エラーの発見率が少なすぎるので、テスト方法に問題があると判断すべきである。
「少なすぎる」という表現がやや強すぎる印象であるが、このようにテスト結果自体を疑う姿勢は重要であるといえる。従って、いったん保留。

> エ　網羅率が高いので、テストは十分である。これ以上、テストを続ける必要はない。

網羅率は、この場合プログラムのソースコードをベースに算出されている。すなわちここでいうテストはホワイトボックステストのことであり、いわゆる仕様バグを検証するためのブラックボックステストが十分とは言えない可能性がある。従って、怪しい。

　そこで、残された選択肢アとウについて、さらに検討を加えてみましょう。

　アについては、「バグが少ない」という結果に対して、「プログラムの品質がよい」場合と、「バグを見落としている」場合の二つを包括しており、バランスのよい記述となっています。

　一方ウについては、「バグが少ない」ということを「バグを見落としている」となかば決め付けており、アにくらべてバランスが悪い記述です。

　最後に、選択肢アについてさらに検討を加えます。

　文中では、『例外処理がテスト項目に含まれているかどうかの確認が必要』とありますが、これはどういうことでしょうか。

　たとえば、あるプログラムが入力値として身長を受け取るとします。

　一般に、入力値である身長には160,170,150といった値があると考えられますが、仮に'a'や-1といったありえない値が入力された場合はどうなるか。

　こうしたありえない値を不正入力として検知するのが例外処理です。例外処理がプログラム中に存在しなければ、不正な値を使用して処理を続行しようとする可能性があります。

　問題中では、網羅率の算出基準がプログラムのステップ数となっており、テストはもっぱらホワイトボックステストとして設計されていると考えられます。

　従って、適切な例外処理が実装されていなければ、網羅率が100%であっても潜在的なバグ=例外処理モレが検出できなくなります。

以上
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